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韓国の青少年の権利と「アヒムナ」の運動

－ 2 0 0 4 日韓 人権教 育交流 セ ミナ ーin 大 阪よ り－

（主催 ：アジア・太平洋人権情報センター）

浜 田 進 士 （子どもの人権ファシリテ一夕ー）

キムジョンズ
20 04 年 1 1 月2 6 日に開催 された 日韓 人権 教育交 流セ ミナーにお ける金鍾 沫 さん （「子 ど もの力 でつ くる国」（愛称 ：ア ヒムナ）教 育文化研

究所所長 、ハ ンシン大学 客員教授） の報告 をも とに、韓国 にお ける 「子 どもの参加 」への取組 み状況 を紹介 す る。

ア ヒム ナ は 、教 員 の グル ー プ に よ る平 和 と人 権 キ ャ ン プの 開 催 が は じ ま りで N G O と して子 ど も と と も に キ ャ ン プ活 動 や 地 域 活 動 の 取 り

組み をす すめて きた。特 に外 国人労働 者や貧 しい地域 など疎外 された子 どもた ちに思 い を寄 せて 、子 どもたちが 自 らの力 で肴望 を持 てる

社会 を つ くる こ と が で きる よ う支 援 して い る。

1．韓国の青少年と人権

韓国の約 9 6 ％の子どもたちが学校 にいっている。それゆえ学校

の教育は、子どもたちの身体的、精神的、社会的な特性を規定する

最も大きな要因である。非人間的であり、競争 しなければな らない

入試教育は、お互いの人間的な出会いを不可能にし、家庭生活をひ

どく歪ませ ている。教 師と生徒 の間 には 「勉強 しなさ い」 とい う話 、

成績に 関する話 を抜 いて しまえ ばあ ま り話 す ことはな くな り、親 と

子どもの間 も同 じよ うなもの である。

韓国での青少年（注 1）に対する認識は、何を考えているのかわから

ない新人禁頁で あ り、一度感情 が爆 発すれば押 さえがきかない疾風怒涛

の世代だというものである。そ して彼らは「礼儀知 らずの無責任な子

どもたち」で「いつも不安な子 どもたち」だとい う非難 を受 けている。

■「明日の主人公」か ら「今日の主役」ヘ一 意識改革のむずかしさ

金 大中（注 2 ）i改権 にな って か ら、 こ う した青 少年 に対 する意 識 が

変わ りは じめた 。

それ以前は青少年は「明日の主人公」であ った。この言葉の意味

すると ころ は、「今 日」現 在 は明 日の ため にす べ ての権 利 が留 保 さ

れうるとい うことだ。 しか し 「今 日」の 主役 の宣布 にな り、 多 くの

政策が変わ ってきた。とはいえ最前線にいる地方自治体の青少年担

当の公務員や教員そして社会の認識は全穿§変わらないでいる。

大人 たち が憲 する ところ があ って家 を出れ ば 「出家 した」 とい う

けれ ども 、子 どもが家 を出 れば どうい う理由 かは聞 かず に 「家出 し

た」という。小学生にもできて、大学生にもできるが、唯一、青少

年期のみ制約を受けていることがある。頭のてっぺんからつま先ま

で、青少年は自由な自己表現をできず、自分形成の演出の欲求を制

約されている。この理由を既成の世代に訊いてみると「管理統制 し

やすいから」だという。私たちが生きている社会で、管理統制を受

けなければならないのは、軍隊と矯正施設である。すなわち中学生、

高校生と軍人や罪を犯 した人は、哲理統制の対象であるという点で

共通点を持 っている。

このような社会の雰囲気の中で、青少年たちは自分を尊重する気

持ち、すなわち「自尊感情」を喪失する。自分を大切にする気持ち

がないの に、 自分 を信 じる気持 ちで ある 「自信 」 を持つ こ とはでき

ない。 自尊感情 をな く し自信 を失 った子 どもた ち はど う して生 きて
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いけ ばい いのか ？

注1）韓国の青少年基本法では9 歳から2 4歳までを青少年といい、児童福

祉法では 18 歳未満を児童という。

注2 ） 19 9 8年に金大中氏が大統領に選出されて、真の意味で軍事政権で

はない政権が誕生 した。

2 ．人権死角地帯の子どもたち

■貧困家庭の子どもたち

1 9 9 7 年 、幸寺国で は IM F（国 際通 貨基 金）の統制 を受 け るよ うにな

り、極端な企業の構造調整を求められて、家長の大量失業の発生や

再起 に失敗 した家長がホームレスになるといった現象が増加 した。

また家長の負債を解決するための離婚、これによる激 しい家族解体

の危 機 はまるで ドミノ倒 しのよ う に続 いた 。甚だ しくは、 こ う した

危機に耐えられなか った家長の極端な選択は家族の集団自殺にまで

いた って お り、この冬 も こ う した現象 は大 き く改 善され る余 地は な

いように思わ れる。

結局こうした経済的危機によって、本来、子どもたちは、栄養、住

まい、医療、教育などを保障され精神的・肉体的にバランスがとれて

成長する権利が与えられるべきであるが、それを家庭において脅かさ

れるようになる。物理的な暴力のみならず、恐怖や抑圧を含む精神

的な暴力から保護される権利を今まで信頼して保護され暮 らしてき

た家長である父母によって脅かされるという状況にいたっている。

貧困地域の子どもたちはこのように「大人たちが作 った社会」の

中で自信の最も近い家庭において、また信じてきた家長によって脅

かされる とい う状況 に追い や られ ている。

■希望の地は脱北者の子どもたちの絶望

ばら色の希望を抱いて死線を越えてきた脱北者とその子 どもたち

は、南の社会 （韓国）で満足に適応できないまま暮 らしている。定

着支援 金を脱 北ブ ローカ ーに取 りあげ られて しま った脱 北者 は、南

の社会で極貧層に転落してしまい、また違った社会問題を惹起させ

るよ うに なる。「脱 北 ブロ ーカ ー」 とい うの は北朝 鮮 に潜 入 して脱

北を助 け、第 3 国 か ら韓国 に入 匡トを助 ける人 たち をい い、彼 らは後

から脱北の過程でのすべての経費を南の社会で支給される脱北支援

金で補償を受け取る。 1千万 ウォン余 り（約 1 0 0 万円余り）脱北経

費をブローカーに渡すために脱北者たちは一種のカー ド返済 （5 年

間分割 して受け取る定着支援金の総額の半分を脱北ブローカーが受

け取るのだが、通帳をブローカに預け、暗黙の内に行 う取引）をす

るよ う脅 され 、いろん な困難 に身を置 くこと にな った 脱北者 とそ の

子ども たちは絶 望の中 で生 きる よ うになる 。北朝 鮮社 会で あま り教

育を受 けるこ とができ なか つた子 ども たち 、早 くに中 国に や って き

て長い歳月を生きてきた身寄 りのない青少年たちはひどい心理的不

安感と貧弱な栄養による発育不全などで南の社会での適応が大変難

しくな ってい て、青少 年た ちはそ の偏 りが さ らにひ どく、小 学校 レ

ベルの教育さえも受け入れられない状況で、学校不適応現象はさ ら

にひ どくな っている 。

脱北青少年たちは、朝鮮半島の南北統一世代の主役として平和的

に共生する方法を身につけて生きる権利を保障されないまま、一方

的に南の韓国社会に組み入れられて失敗したまま、南の社会の不適

応児に転落 し、南の社会で問題を起こす青少年として熔印を押され

てしまうの である。

十外国人労働者の子どもたち

韓国で はいわゆる きつい （diffic u lt）、汚い （d irty）、危険な

（ da n g e ro u s）産業で働 くことを拒否し、外国人労働者がその場所を

そうした こ とで外 国人労働 者 と国内 での結 至境も 増え て
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お り、彼 らの 子 どもた ちの問5琵が また違 った社 会 問是頁と して登 場 し

ている。皮膚の色による差別、貧困層を形成する外国人労働者の社

会的不平等の構造は子どもたちにも継承される人権抑圧の構造にな

るの である 。

学校での不適応、自分の存在に対する混乱と南の社会での差別は、

単一 民族 社会 とい う 自負 心 をそ れ とな く 自慢 してい る韓 国社 会 が、

平和共存の社会に向かって越えていかなければならないまた違った

課題なのである。

3 ．「子 どもたちの」（アイ ドゥレ）「力で」（ヒムロ）「作 ってい

く国」（マ ン ドゥロガヌン ナ ラ） －ア ヒムナ

大 人たち が作 った国 （オ ヒムナ ー オル ン ドゥレ ヒム ロ マ ン

ドゥロガ ヌン ナ ラ） では子 ど もたちの 大多 数 は、社会 が期 待す る

値に届 かな い 「失 敗 したもの たち」 にな って しま いか ねない 。 こう

した社会にN O をいい、子どもたちが本当に主人公になる社会を作

つて いこ うとする のが 「ア ヒムナ」 運動 であ る。ス ペイ ンのベ ン ポ

スタ か らアイ デ アを得 た 「ア ヒム ナ」 運動 は、「子 ども た ちが 作 る

国」ではいつでも彼らが主人公であり、すべての政策決定の主体に

なるべ き だ と宣言 して は じま った 運動 であ る 。 しか し、「子 ど もた

ちによ る、子 ども たちの ため の、子 ど もたちの 国」 を作 ってい く に

はこの よ うな 一層抑 圧的 な社会 の申 で新 しい突破 口 を探 してい こ う

と模 索 し、 そ の 試 み と して ア ヒ ム ナ ・ キ ャ ン プ が は じま った 。

2 0 0 2 年夏 か らは じま って 、2 0 0 5 年 1月 に第 5 回 を迎 え る この キ

ャンプには貧 しい家庭の子どもたち、脱北者の子どもたち、外国人

労働者の子どもたち、在 日コリアン3 世 4 世、そして南の韓国社会

でオルタナティブな教育を求める家庭の子どもたちが一同に会 し毎

回 1 5 0 名余 りの 子 どもたち が小 さな 国 をつ く って 3 日か ら7 日を共

にすごす。

ア ヒム ナは 、すべ ての ことを子 ど もたち によ って決 定す る。 大き

な枠の日程の中で多様なプログラムを準備するのは大きい子どもた

ち（大学生の子どもたちといわゆる既成世代の中で子どもを世話する

「お世話子ども」）であるが、アヒムナの公務員の賃金、起床時間、

就寝 時問 はすべ て子 どもが決 める 。 こうす ると問題 が 起 こらな いは

ずがな く、 こう した問 是喜は 自 らが 解決の プ ロセス を模 索す る以外 に

ない、教育 の大事 な プロセ スと して発展 す るよ うにな る。 すべ ての

決定はアヒムナ市民総会を通 じて決定さ■れ、その決定に従う過程を

身体 で覚 えてい くよ うにな る。 ここ には年齢 の区別 もな く、皮膚色

による違いもなく、宗教問の差別、貧富の差も存在 しない。みんなが

働いて こそ食べ ることができ、何 かをするため にお金が必要な ら自分

たちで仕事を探 して お金 をえることができる仕組 みをつ くってい く。

見方 に よ って は全然 新 しい ことがな いシ ステム であ るが、 ア ヒム

ナで生きる子どもたちの現在の住所を考えれば明 らかにこのシステ

ムは新 しいこ とに他な らず 、 どうかす る とユー トピアであ る ことに

他ならない。

ところで 、 この運動 は 日本の九 州地 方の キ リス ト教 関係者 や青 少

年団体と交流を結んでいて、2 0 0 5 年にアジア・アヒムナ平和学校

として発展 する予 定で あ り、社団 法人 「ア ヒムナ 運動本 部」 を通 じ

て子ども・青少年の権利運動を広げていくことになっている。

4 ．終わ りにかえて

身体的、精神的に成熟した子どもたちを命令や監視、保護と管理

の対象 と して格下 げ した問題 の解 決は 、彼 らに 「自律」 を許 容す る

ことで ある 。様 々な差 別 によ つて 、絶 望に 陥 った 彼 らの 自尊 感情 と

自信 を回復 して い くことは 、 自分 たち が責任 を取 る ことが でき ると

いう合 意 した領域 に対 して 、 自律 を許容 す るので ある 。大人 の 目に



は問題児であると映っても、あるいは社会のシステムによ って絶望

を味 わ う子 どもを抱 き しめ られ ず疎外 した と しても 、その青 少年 た

ちは合理的な理性をもって生きていきたいというこの社会の主役で

ある。 たとえ 、困難 な状況 にい る子 どもた ちで あ って も、彼 らは自

分が決 めた ことにた い して 、 自分 で守 ろ うと努力 する 。その ため に

子どもた ちが 自己尊重 、他者 尊重 の トレー ニン クを行 う ことが青少

年の人権教育の中でもっとも重要な教育であるといえる。

アジア・太平洋人権情報センター ホームページ
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なお、翻訳はアジア・太平洋人権情報センター・スタッフの朴君愛

さんが担当。

子ども電話相談における

東京成徳大学と八千代市の協働について

八千代市は、市内在住の子どもが気軽に話を したり、様々な悩み

を相談 でき る窓 口を 2 0 0 4 年 5 月 よ り開 設 した。名 称 は 「おにい さ

ん・ おねえさん子ども電話相談室」。その名称の とおり、相談員は

市内を本拠地とする東京成徳大学の福祉心：理学・臨床心王里芋を専攻

している学生 がボ ランテ ィアと して 担当 して いる。

大 学 と自治体 が協 働 して この よ うな制度 を設置 す るメ リッ トと し

ては、（〇子どもが比較的話を しやすい年齢の近い相談員を常時確保

できる、② 大学 の教 員が スーパ ー ヴァイ ズする こと によ り研 修を継

続的に行うことができ、且つ一定の専門性を確保できる、③特定の

利害 団体な どか ら中立 してい る、 ことなどが あげ られ る。

電話相談は、市役所開庁日の午後3 時から5 時まで、市内の育児

支援センターすてっぶ2 1勝田台内で行 っている。学生相談員は、

カウンセ リン グを行 うとい う視点 で はな く、相談 者であ る子 どもの

話を じっく り聴 くとい う心構 えで相 談 にのぞ んで いる。相 談業 務 と

して は、相談 者へ の具体 的ア ドバ イス 、メ ンタル サポー ト、情 享鞭提

供に重点を置き、一回の電話で終結 しない事由は、再電話を勧奨す

る。電話相談員には、守秘義務が課せられる。

相談内容において、学生相談員の負いきれない事由に関 しては、

同育児支援センター内の子育て相談室を紹介することにより、専門

職異 に移 行す る ことがで きる。 これ によ り、重 大な事 由な どを発 展

的に問題解決 してい く筋道 を用 意 して いる。

電話相談員になるために、学生は春休みなどを利用 し、子どもの

人権・権利論、児童福祉論、電話相談の技法など18 コマの研修を

はじめ と し、定 期的 に市の 専門職 員や大 学教 員 か らの スーパ ーヴ ァ

半 田 勝 久 （東京成徳大学）

イズ を受 けてい る。

学生相談員の声 を聞 くと「将来の仕事の選択肢の幅がひろがっ

た」、「大学での講義を真剣に聞くようになった」、「言葉、単語の大

切さを考えるようになった」、「緊張の 2 時間」、「子育て相談室の職

員の電話対応の様子を見て勉強にな った」などとても刺激を受けて

いる様子 が うかが える。

地域の教育力の低下が騒がれるなか、大学と自治体が協働 して地

域の子ども問題に取 り組んでいる先駆的モデルとして今後の動向に

注目 した い。
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ド′くイ ス

書門稚具 による対応

・ t 苦吉相 故 に よ る 終j括

・ 個別面接の実施

・ 関係拝 1■叫の紹介

スー ノく－ グ ァ イ ザ ー

制度 運 営 の た め の ス ー パ ー ープァ

イズ

研♯の実施 （新規・月払続）

相】蚊月 へ の サ ポ ー ト（ テ ク ニ カ

′レ・ メ ン タ ′レ）

日1蔓一円垂

阿保持1■閃

・ 必 要 と艶 め られ る牛

舎．相】映者の禾藷 を待

てi垂l先

子 どもの権 利条 約 の 批准 か ら10 年 。 あ らため て子 どもの権 利 条 約 を読 ん でみ

ませ ん か ？ この コー ナ ーで は毎回 条文 をい くつ か取 り上 げ 、子 どもに読 ん で も

ら う こ と を念 頭 に お い て わ か り や す く解 説 し て い き ま す 。 も ち ろ ん 、 お と な の

方も ど うぞ ／

【第 13 条】 表現・情報の自由

「イラ クの子 どもたち の顔 を見て す ごくみん な可愛 くて イキ イキ

して いるの に、その 子た ちを殺 して しま うア メ リカの 考え 方が タメ

だな あ、 と。日本 もその アメ リカ に賛成 してい るか ら、私 も 日本 人

として アメ リカに賛 成 して しま うの はい けないな と思 い、 なに か自

分ででき ることはな いかな と思 って このパ レー ドに参加 しま した。」

安 部 芳 絵 （子どもの参加ファシリテ一夕ー）

ピー ス ウ ォー クに参 加 した理由 を聞 かれ た高校 生はそ う答 えた 。 ヒ

ツキ ーのホームページを見て、「戦争反対」を表現するために手作

りの フ ラ ッグを も って参 加 した 高校 生 もい た し、「世 界 に一 つだ け

の花」を歌っている子どももいた。

1 3 条では、表現・情報の自由についての条文が定められいてい

る。意 見を 言 うとき は、 どんな表 現で もい い。 ピース ウ ォー ク

子 ど もの権 利 条約 第 77 号・ 200 4年 12 月20 日号
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いなの に参加 するの もア リだ し、文 章 にするの が好 きな子 は書 いて

くれればいい。歌やタンス、絵でもいい。それから自分の意見を言

う前に、 他の人 の考 え方 を参考 に したい とき もある か ら、 いろん な

考えや情報を手 に入 れる こともでき る。

〓
■
■

－
－ ● ■ 臣慧

話はかわるけど、校則で髪型とか服装が厳 しく決められている学

校ってあ るで しょ。そ れ って 、「フ ァ ッシ ョン」 って い う表現 方法

を制 限 してい る ことにな る。 学校 はも っと子 ども たちが 自由 に 自分

を表 現でき るよ うに、一緒 に考え てほ しいね。

川崎市の子どもの権利保障に向けた取組

土屋 和 彦 （市民局人権・男女共同参画室子どもの権利担当主幹）

「川 崎市子 ど もの権利 に関 する条例 」 が施 行 されてか ら4年 が た とうと しています。子 どもの権利保 障 に向 けた川崎市 の最近 の動 きにつ

いて報 告 し ます 。

【 川崎市人権オンブスパーソン制度】

2 0 0 2 年5 月に子 どもの権利侵害についての相談・救済業務を開

始した川崎市人権オンブズパーソンに、2 0 0 3 年度の一年間で寄せ

られた子どもにかかわる相談は2 0 6 件でした。相談の内容で一番多

かったの は、「い じめ」 で、7 1件 あ りま した 。ま た相談 者の うち子

ども本人からの相談は8 0 件（約 3 9 ％）でした。

【 川崎市子ども夢パーク】

2 0 0 3 年7 月 にオ ー プン した川 崎市 子 ども夢 パー クで は、2 0 0 4

年8 月 に子 ども が中 心 にな って一 周年 記 念 イベ ン トを 開き ま した 。

また 、 1 1月 には「かわ さき子 どもの権 利 の 日」を記念 したイベ ン ト

を実施 しま した。来 園者数 は少 し減 ってきて いて、利用者名簿 による

と1 日平均で 1 0 0 人 ぐ らいです（スタ ッフの方の話で は、記帳 しな い

で入る子どものほうが多いので実際には2 0 0人以上だそうです）。

【 こどもペー ジ］

2 0 0 4 年2 月には川崎市のホームページに、困ったときの相談先

や子 ども が参 加で き るイベ ン ト情 幸艮な ど を載 せた 「 こど もペー ジ」

を開設 しま した。各 局等 で作 って いる子 ども向 けの ペー ジと も リン

クして います 。現在 、 このペー ジ を定期 的に子 ど もの眼 でチ ェ ック

しても ら った り、子 ども 自身 にべー ジの一 部を 作 っても ら った りし

て、楽 しい ペー ジ になる よ う にする ため の 「子 ども モ ニター 制 度」

創設に向けての取組を進めています。

【 川崎市子ども会議】

川崎市子ども会議は、地域教育会議の子ども会議やかわさき子 ど

も集 会な どで話 し合 った ことを も とに して 、は じめて の提 言を ま と

めて、2 0 0 4 年3 月に市長に直接手渡しました。市は、その提言につ

いての関係局の話 し合いを踏まえて、 10 月にJll崎市子ども会議に回

答しま した。提言 と回答 書はコ ピー して市 内の学校にも配 りま した。

【 学校教育推進会諌等】

より開かれた学校をめざ して、校長や教職員、地域の住民、保護

者、子どもが学校の運営などについて定期的に話 し合う場である学校

教育推進会議を、2 0 0 2年磨からすべての市立学校で開いています。

幼稚園の取組を参考に保育園でも試行的に（仮称）保育推

子ど もの権 利 条約 第 77号 ・ 200 4年 12 月20 日号
ぱ；：

進会議を開催するための準備を進めています。

［かわさき子どもの権利の日事業】

条例 で 1 1月 2 0 日を 「かわさ き子 どもの権 利の 日」 と定め 、 この

日を中心に、つどいや子ども集会、市民企画、関係局の事業など

様々な イベ ン ト等を実施 して います。

［川崎市子どもの権利委員会】

2 0 0 1年 9 月に設置された第 1 期の権利委員会が3 年の任期を終

えま した。この間、川崎市における子どもの参加の検証と権利に関

する行動計画への意見についての審議をまとめた答申をいただきま

した 。

権利委員会の検証は、（》実態・意識調査の実施（現状等の把握）

②市が自己評価するための基準の作成③市の自己評価の公表④市職

員、市民、子どもとの対話⑤答申（提言）（む市が講 じた （または講

じよ うと して いる） 措置 の公表⑦ 行動 計画 の中 間ま とめ に基 づ く市

民フ ォー ラム⑧ 答 申（勤権利 委員会 の活 動報 告書 、と い うプロ セスで

実施され ま した。

2 0 0 4 年 9 月に始まった第2期の権利委員会には、「子どもの居場

所と参カロ活動 の拠点 づ くりについて」 諮問 を しま した。

【 川崎市子どもの権利に関する行動計画】

現在川崎市は、権利委員会の答申をもとに、検証のなかで明 らか

になった実態、成果、課題などを踏まえた行動計画の素案 （子ども

の意見表 明・ 参カロを中心 と した子 どもの権 利保 障の 推進 とい うサ ブ

タイ トルが ついて います）を公 表 して市民意見 の募集 を して います。

行動計画 は今年度中に策定 し、2 0 0 5 年度か ら実施します。（計画

期間は2 0 0 7 年度までの 3 年間です。）

※文中の事業の概要や答申などは川崎市の 「子どもの権利条例ホー

ムペー ジ」 を御覧 くださ い。ア ドレスは、

h ttp：／／w w w ．c ity．kaw a s a ki．jp／2 5 ／2 5 zin ke n／hom e／kodo m o／in

d ex．htm



子どもは生まれたときから権利の主体

一国連・子 どもの権利委員会が乳幼児期の子 どもの権利 について議論一

平 野 裕 二（A RC＝Actionforthe RightsofChildren）

子どもの権利委員会の一般的討議

乳幼児期の子どもの権利保障に関わる議論は、どち らかといえば

子ど もの健康・ 教育 を どう保障 する かが も っぱ ら取 り上 げ られ 、総

合的な視点が希薄であった。たとえば、休息・余暇・遊びの権利 （子

どもの権利条約第 3 1条）をどのよ うに保障するかについては、子

どもの遊ぶ権利のための国際協会（lP A ）など有力な国際N G O の存

在にも関わらず、それほど議論されてこなかった。子どもの意見表

明・参加についても、主として思春期以降の子ども、せいぜい小学

校高学年以上の子どもが念頭に置かれるのが現状であったと言える。

このような現状を踏まえ、国連・子どもの権利委員会は、 2 0 0 4

年9 月 1 7 日（第 3 7 会期）、「乳幼児期における子どもの権利の実施」

をテーマとする一般的討議（ 1）を開催 した。

討議は、次の2 つの分科会に分かれて行なわれた。

・分科会 l 「乳幼児期からの健全な子育て実践」（生存・発達権の

保障、休息・余暇・遊びに対する権利の保障）

・分科会Il「発達の全面的主体としての乳幼児」（家庭・学校・ コミ

ュニティにおける参加、保育者・幼児教育者等の役割）

討議を踏まえ、 1 0 月 1 日には 1 7 項目の勧告が委員会によって採

択されている。また、乳幼児の権利保障についての委員会の見解を

さらに詳 しく展開 する一 般的 意見 も、2 0 0 5 年中 には採 択 したい と

のことである。

乳幼児には力がある

筆者は2 番目の分科会に参加したが、「発達の全面的主体としての

乳幼児 」 とい う考 え方 をどの よ うに深め てい くか は、討議 全体 の基

調を貫 くテーマ であ った。

たとえば、開会式でスピーチを行なったユニセフの代表は次のよ

うに述べ 、子 どもが無能な 存在で はない ことを強調 した。

「子 ども がいか に力 を持 って いる か （c a p a b le） につ いて はます

まる理解が深まってお り、おとなは子どもの発達 しつつある能力を

尊重 しなければな らない。子どもは小学校 に入学するまで、あるい

は思春期を迎えるまで意見など言えないと思っている人が多いが、

親はそ うではな いこと をよく矢口っている」

全体会乳幼児の権利保障を活動の焦点に据えているベルナル ト・

フアン・ レアー財 団 （オ ランダ）の 代表も 同様 であ る。開会式 では、

「 親の 指示 や指 導 ばか りに着 目す るの ではな く、発 達 しつつ ある 個

人という胡点か らも乳幼児を見なければならない。子どもは発達 ・

学習への積極的参加者であり、力のある子ども （C a P a b le ch‖d）

とい う考え方 をい っそ う幅広 く展開 して い く∠必要 が ある」 と指摘 し

た。閉 会式 で も、「子 どもの弱 さ （v u ln e ra b‖はy） だ けで はな く力

（ c a p a b ＝ty）も踏 まえて議 論を進 める必要 がある」と強調 して いる。

このような考え方は、乳幼児期を小学校入学までの、あるいはお

とな にな るま での準 備期 間 と して と らえ るの で はな く、「い ま ここ

にい る子 ども」 を尊重 す るとい う姿勢 につ なが って くる。 委員会 の

リー委員 （韓国）も、「乳幼児は未来のための存在ではなく、いま

ここにお り、毎 秒・毎 日成長 してい る存在」 と強調 している 。

しか し、こ う した視 点や表 現 が委員 会の 勧告 に充分 に反映 され て

いるとは、残念なが ら言いがたい。子 ども一般ではなく「乳幼児」

にと くに関わる勧 告 とな ってい ないき らいがあ る。

ここでは紙幅の都合上、討議で最大の焦点となった乳幼児期の子

どもの参カロに関わ る勧告 に限定 して紹介 する。

子どもの参加の推進

まず、「子どもが日常生活を送るあ らゆる場所（家庭、学校、保

育施設、地域社会など）で、『子どもはもっとも幼い段階か らすで

に権利 の主体 であ る』 とい う考 え方 が根 づ くよ うにするた め に、積

極的 と りくみ を進 めけれ ばな らない」 と して、 意識啓 発の必 要性 が

強調された。

子どもに何歳ぐらいか ら意思表明の力が身 につくのかは、条約第

1 2 条 が 「 自己の見 解 をま とめ る力 のあ る子 ど も」 に対 して 意見 表

明権を認 めて いる こと もあ って 、議論 にな って きた問題 で ある。 し

かし、 欧州評 議会 が2 0 0 3 年 に壬采択 した 「子 に関わる接 触 に関 する

条約」（別居 している親子・親族等の面接交渉に関するもの）では、

「 確認可能な子の希望および気持ち」も正当に考慮することを定め

てお り （第6 条2 二頃）、必 ず しも論理 だ った意見・ 見解 でな くて もよ

いとされて いる。

さらに一般的討議の第2 分科会では、泣き声等も子どもの意思の

表明であ る と して 、お とな は何 歳で あろ う と子 ども に耳 を傾け なけ

れば な らな い と い う 点 で 一 致 が 見 られ た 。 こ の 点 に つ い て は 、

W H O が推奨する「望ま しい交流のあり方についての8 つの指針」も

参考 になろ う。

「 1．i転なた が子ど もを愛 して いる ことを、子 ども に示 す。

2 ．子 ども に話 しか ける。感 情 表現 、 しぐさ 、音 のよ うな手 段 で会

話を進める。

3 ．子 どもの リー ドに したが う。

4 ．子 どもが や りぬい たこ とをほめ 、評価す る。

5 ．子 どもが 何か に集 中 し、 自分 の 経験 を共 有 しよ うとす るの を助

ける。

6 ．子 どもが 自分の世界 を理解 しよ うとするの を助 ける。

7 ．子どもが経験を広げるのを助ける。

8 ．子どもが規則、限界および価値観を学ぶのを助ける」

委員会はさらに、幼い子どもが「日常的活動のなかで、積極的に、

また徐々に自分の権利を行使する機会」を保障するための取組みに、

親、学校および地域社会が積極的に参加するようにするためのとり

くみ を求 めて いる。

乳幼児の参カロは、家庭や地域の レベルに留まるものではない。

子 どもの権 利 条 約 第 7 7号・ 20 04年 12 月20 日号
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とえば英国では、N G O が体罰について4 ～ 7 歳の子どもたちの意見

を聴 いて政 府 に提 出 した り、ロ ン ドン首都 圏当局 が ロン ドンでの 生

活について2 ～4 歳の子どもたちの意見を聴いた り、保育団体がク

マのぬいぐるみを使って保育に関する 5 歳未満児の意見を引き出 し

たりと、さま ざまな と りくみが 行なわ れてい る。

この ほか 、子 どもた ち に絵 を描 いて も らった りポラ ロイ ドカメ ラ

で写真 を撮 って も らった りするの も、 しば しば用 い られて いる有 効

な手段である。乳幼児には身のまわりの環境や政策について意見な

l I
■■

ど言えないと決めつけるのではなく、さまざまな革新的方法を発展

させて い く必 要があ る。

（ 1）一般的討議とは、条約の内容や趣旨に関する理解を深めるため、委員

会が年に 1回、その都度さまざまなテーマを選んで開催 しているものであ

る。 これまでにも、子どもに対する暴力 （本誌2 0 0 2 年 1月号参照）や民

間セクターの役割 （本誌2 0 0 3 年6 月号参照）などについて議論を行な っ

てきている。毎年、国際機開、N G O 、研究者など幅広い層か ら多数の参

カロ者があ り、今年も 1 2 0 名近 くが参加 した模様である。

子どもの権利条約フォーラムいばらき in 取手 開催

平成 16年1 1月2 0 日（土）＆ 2 1 日（日） 於 ：取手市立福祉会舘

■フ ォー ラム い ば ら き 大 盛 況 ！■ 2日間でのべ約9 00人の参加がありました。全体会の様子、フォーラム実行委員会の委員の

み な さ ん の 感 想 な ど を ご 紹介 しま す。

米米子 ど も と話 し合 う 時 間 米※

－ フォー ラム を通 して －

笠 井 広 子 （子どもの権利条約フォーラム2 0 04

いば らき in 取手 実行委員 会）

◇子どもの権利条約認識の温度差

子どもの権利条約を開催するにあたり、実行委員会方式で集まっ

た実行委員。 しかし、子どもの権利条約に関 して、かなりの温度差

や解釈の違い等があり、その違いが子どもたちとの関わりを大きく

変え るものであ る ！とい うことに、改 めて実感 した 。

◇「怖い」「意見がいいづ らい」一初めての子どもとおとなの

話 し合い一

初めて行われた子どもとおとなの話し合いにおいて、子どもがいる

のだ か ら、子 ど もの意見 を 聞こ うとい うお とな に対 して、子 ども に

「 怖い」と思わせて しまった事件が起きた。その事件から、たくさんの

事が話し合われる事となり、結果、初めて出会うおとなと子どもが話

し合う場合、いくつかの決め事、またはおとな側の心得が必要だった

事が、流れの中で編み出された事は、とても豊かな経験になった。

「子 どもた ちが いるの だか ら子 どもの 意見 を聞 きま し ょうよ」 と

言ったとたん、一斉に少ない子 どもたちに視線が集中したことが

「 話 しづ らい」 雰 囲気 を うみ 出 し、 ひい て しま った子 ど もた ち に 、

おとなが「言いたくないのな ら言わない権利だ ってあるわよ ！」の

更なる一言が「怖い ！」と感 じさせた。

こ こに、子 ども に対す るサ ポー トの 温 度差が かな りあ った 。この

場合子 どもた ちは 「言い た くな い」 ので はな くて 「言い づ らい」 な

のだ。 そ こに洞 察 と理 解 をせず に 、「言 い た くない のな ら」 と話 し

手のその子ども本人の個人的問題にす りか っわ って しま ったとき

に、子 どもた ちは 、学習 した積 み重 ねの上 に意 見が 言い 出 しに くく

なってい くの だ。

◇試行錯誤の連続一一伝統的子ども観とのぶつかりあい～

実際これをきっかけに子ども実行委員会とおとな実行委鼻会が子

ぱ
たちの提案 か ら、別 々に行 われ る ことにな った 。その こ とをお

子どもの権 利 条 約 第7 7号・ 20 04年 12 月2 0 日号

とな実行 委昌 たち に報告 した とき

次のような会話が交わされた。

・話 しづ らくても 、話 してい く し

か ない 。そ うい う状 況 を乗 り越

え てい く事 が、お とな にな って

い く ことで はない か、逃 げて い

て はいけな い。

・おとなを避けないで、おとなを怖が らないで、子どもの方から近

づ いて くる 努力を してほ しい 。

子 どもが お となにな るため には 、い ろいろ な出来 事 を乗 り越 え る

事が大切なのだ。そしておとなと関わるときは、子 どもたちが努力

して おとな に近 づいて きて欲 しい。 私た ちも 子 ども時代 はそ うして

きた。そ して、子 どもが育つ とい うの は、お とな になる とい う事 は、

辛い状況下にあっても切瑳琢磨し、逃げ出さないで何事も乗 り越え、

我慢 を して 、甘え ない こと。 それが お となに なる とい う事よ 。そ し

て私たちおとなは、経験の少ない子どもを、おとなの描く子ども優

に引 っ弓長り上 げて あげ るこ と、が子 ども と関 わる おとな なの だとい

う伝統的子ども観、子ども健全育成概念が大きな壁となって、実行

委員会の不調和毒を作り上げていった。

◇子 どもにと つて一番いい ことは、「子 どもに聴 く」 こと

、こ う してあ げる事 が、子 ど もに とって一 番 いい事 だ ！とお となた

ちは 、「これが 子 どもの た め」 とい う大 義 名分 に足 を す くわれ っ ば

なしでなの で ある 。子 ども に と って一 番 いい事 、 ど う した いか は 、

まず 「子 どもに聴 く」 これ に尽きる 。

そして、出来ないとき、不可能なときは、なぜ出来ないのか ？な

ぜ不可能なのか ？を話 し合 う。この時の話 し合いや、悩みあいの積

み重ねが、おとなにとっても子どもにとっても安心する過程へとつ

なが ってい く。

◇【気 づきのルール～初めて 出会 うおとな と子 どもが話 し合 う

ために一－】の誕生

今回これらの出来事の中から、全体会で初めて出会 うおとなと子

どもが話 し合うときには、お互いが安心して意見が言えるために何

があ った らい いか を考 えた いね ！とな り、そ こか ら うまれ たの が、



「気づきのルール」～初めて出会うおとなと子どもが話 し合 うため

に～で ある。

なぜルールの前に「気づき」が付いたのか。このルールを作るの

に子 どもたちは 、 1 日という時間 を掛 けて話 し合 いを した 。

＜ 子 どもが話 しにく くな るの はなぜ か？？＞

話 し合い は、初め て出会 うおとな と子 どもが 話 し合 う場合 、子 ど

もたち が話 しづ らい 、怖 いと思 って しま うのは なぜか な ？か ら始 ま

つた。 それは －お となは、 自分 たちの 意見 が正 しい と頭 か ら思 って

いる－・子どもは経験が足りないって何か意見を言 うと言われる一偉

そう ＝威 圧 的。 では この 威圧 的 をど う解決 で き る ？とい う 自問 に、

言葉 使い もある よね 。子 どもの話 を と りあ えず聞 いて は くれ る。そ

して話 し終 わる とお とな は 「でも ね」 を言 う。「でも ね」 を言 われ

ると、全 て を否定 さ れた 気持 ち にな る。 あ と、服 装 もかな りある 。

ネクタイ締めて、腕組んで、足組んで、目をつぶって子どもの話を

聞いて いるお とな に出 会 う と、身 体 か らに じみ出 て いる、「偉 そ う

が！」等など様々な意見が出てきた中‾ご、子どもたちは意見のまと

めに入 つてい った。

＜ 初 めて出 会 うおとな と子 どもが 話 し合 うた め に必 要な こと ＞

同じような意味合いを含むものを一つの言葉に置き換えながらの作

業の 中で、「じゃあさ あ、 これを おとな が守 らなか った らど うする」

にな って いき、ペナ ルテ ィを作ろ う ！ルール を守 らないお とな には、

マス クを して 1分 間話 せないマス クとか、イエローカ ー ドを出 して何

回かカー ドを出された ら、退場 とか。い ろんな意 見が出ている うち に、

「 でもさ 、偉 そ うに話 さない と話せな いお となもいる ジ ャン。」「背 広

を着てネ クタイ締め ていない と、 自分 が出せない とか。」「その 人のア

イデンテ ィテ ィか もよ。」そ れを否定す る事 は、子 どもだか らって頭

ごな しに否定される事 と同 じ事を、私た ちが した ら意 味な いよね ！に

なり、それと退場 はよ くないよね。その人の 事を全否定 して しま うよ

ね！にな った。そ して、「それ にこの場 だけル ール を守 っても らって

も仕方 ないよね。」「この場 だけ じやな く、いつもそ う して欲 しいよね。」

「 何 で、子 どもたちが こうい う事 を話 し合 い、決 めたの か ？を気付 い

て欲 しいねおとなたちに。罰なんか じゃな くてさ。」

そして出来あがった「気づきのルール」。これが今回茨城で開催

されたフ ォー ラムの気 づきで あ り、そ して始 ま り。

「気づきのルール」

～初 め て出会 うお とな と子 ど もが話 し合 うた めに～

・ 子 どもと交5売して いる か らと い って 「子 どもの 事 をすべ てわか っ

ている」 と思 って いるお とな とは 、話 しづ らいよ。

・ 目を見 ない おとな は嫌だ よ。ち やん と 目の前の 子 どもの 目をミ テ

話 してね 。

・ 子 どもの話 しを最後 まで 聞けな い人 には 、話 しづ らい ＆人 の話 を

ち やん と聴 いてね。

・ よく議論もせずになんでも多数決で決めて満足するおとなも話 し

づ らい よ。

・ いろん な意見 があ ってい いの に、無王里や り一つ にま とめる おとな

はおか しいよ。

・ 子 ども の問責題に正面 か ら向か っていな いお とな には、 や っぱ話せ

ないよ。

米米フォー ラム実行委員の感想 米米

神書 方菊菜（13歳）

今回子ども実行委員と して活動 していったなかで、痛感させ られ

た ことが 「子 どもの権 利条 約が広 く認 知さ れて いな い こと」 だ。 日

本は子どもの権利条約を批准 して 10 年が経過している。今回が 12

回目となる取手 でのフ ォー ラムは、終わ りで はな くスター トだ 、とい

う考えで三吉動 にあた った。 しか し、一方では説 明が不十分であ ったと

思う点もあ り、 フォー ラム自体の説明の必要性 を感 じた。

今回功を奏 したのはやはり「主催者」と「参加者」を分けずに平

等に全体 会 を催 した ことであ ろ う。特 にカル タ取 りはな かな かない

アイデ ィアで 、子 ども も大人 も楽 しめ る全体会 で あ った と思 う。 し

か し、 その一 方で全 体会 の グル ー プデ ィスカ ッシ ョンの 際会場 に伝

達事項 を伝え た ところ 、ある グル ープか ら「シー ツ」 と注意 されて

しま った。 しか し、その伝 達事 項 は私達 が伝え るべ き、 と判断 した

もので何故マイクを使用 してはならないのか不思議だった。真剣な

話し合 いだ ったか も しれな い が、 デ イス カ ッシ ョンを していた のは

その グルー プだけで はなか ったと思 う。

他の人々はそうは思わないかもしれないが、今、「子どもの視点」

を活 用 して いる 場 が社会 で大 き く取 り上 げ られ てい な い気 がす る。

今回のフォーラムでは非常に子どもの意見を大人が重視してくれた

からこそ 、と てもい いフ ォーラ ムにな った と思 う。 しか し、一方 で

はあ ま り話 を聞 いて くれな い大人 がい た り、子 どもが 話 している の

にそれを遮 って自分の主張を言っていたりする大人もいた。もちろ

ん、自分の意見を主張するのは良い事だし、意見を主張 したことで

非難 されるの は好ま しくない。 しか し、自 らの主 張だ けでは 「議論 」

は成 り立 たな い。

大人が作 っている「社会」が悪いわけではない。しかし、子ども

と大人が力を合わせて作った「社会」の方がより良い物になるのでは

ないか。 フォー ラム という 「スター ト」を振 り返 って私 はそ う思 う。

※米全体会 米米

田 家 文 衛
（子ども の権利条 約ネ ッ トワ ーク運営 委員 ）

「子 どもの 権利 条約 フ ォー ラム」 の 全体 会 、「お も しろ い よ ！全

員集合 ！」は「世界の中心で子どもの権利条約をさけぶ」をキャッ

チフ レー ズに して行 われ ま した。

全体会は、最初に子どもたちが大人たちのグループに寄 ってくる

ことで始 ま りま した。次 に ファシ リテ一 夕ー が大 人 たち と子 どもた

ちのグループに寄 ってきて、「子どもの権利条約」をテーマにかる

た作 りを行 うこ とを説明 しま した。 僕の グルー プ に配布 され たか る

たは「か」と「す」。かるたにふさわしい文章を参加者全員で考え、

子どもたち が絵 を描 いて表 現 しま した。

かるたを作っていくにあたって、事前に、司会者の方か ら「6 つ

のルール」について話されま した。この 「6 つのルール」は子ども

たちが大人たちと対等に付き合 うために編み出されたルールです。

中に は 「 目を見 て 話 さな い大 人 は い やだ よ 。」 と い う文 章 もあ り、

大人 の僕 と しては本 当に考 えさせ られる もので した。

最後に、参カロ者全員で【かるた大会】が行われました。会場全体を

使って行われたかるた大会は本当にすごいの一言で した。さすが子ど

もたちが考えて組んだプログラムでした。本当に面白かったです。

子どもの権 利 条 約 第 77号・ 2 004 年 12 月2 0 日号
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《 第 4 回≫ 少年 事件 と子 ど もたち （実践編のみの参加も大歓迎です り

講義編 2 0 0 5 年 1 月2 1 日（金）19 ：0 0 ～2 1：0 0（受付開始 18 ：3 0 ） 寺尾 絢彦 （M ee加 g S pa c e てらお主宰、元家庭裁判所調査官）

実 践 編 2 0 0 5 年 2 月 1 8 日（金 ）1 9 ：0 0 ～ 2 1：0 0（受 付 開始 1 8 ：3 0 ） 各回とも、林 大介（C R C ネット事務局次長） 内田 塔子（立正大学講師）

第5 国 「児童労働一日本の子どもと世界の子ども（仮）」

≪講義編≫2 0 0 5 年3 月 8 日（火） 19 ：0 0 ～2 1 ：0 0

森田明彦 （長崎ウェスレヤン大学教授 （0 5 年4 月就任予定））

≪実；琵編≫2 0 0 5 年 3 月 2 5 日（金） 19 ：0 0 ～2 1 ：0 0

林 大 介 （C R C ネッ ト事務局次長） 内田 塔子 （立正大学講師）

く終了分〉

第1回 「子どもの権利条約の基礎知識」

荒牧 重人（山梨学院大学法学部教授）

第2 回 「対テロ戦争の中の子ども達」

大河 内 秀人（パ レスチナ子 どものキャンペーン 常務理事）

第3 国 「マイノ リテ ィー の子 ども違」

小倉 敬子 （かわさき市民活動センター副理事長）

※内容を変更する場合がありますので参加されるときはご確認 ください。

会場 ：子どもの権利条約ネットワーク事務所（みなとN P O ハウス

4 階）●地下鉄日比谷・大…工戸線「六本木」駅徒歩2 分・旧

三河台中学校

参加費（資料・会場費）：

一般 おとな 1，0 0 0 円／子ども（18 歳末満）5 0 0 円

会員 おとな 8 0 0 円／学生・子ども無料

定員 ：2 0 名 ※資料などの準備がありますので事前申込をお願

い します

＜ 主催・ 問合せ先 ＞ 子どもの権利条約ネ ットワーク

〒1 0 6－0 0 3 2 東京都海区六本木 4 －7－14 みなとN P O ハウス4 F

T E」・FAX  O 3 － 3 4 7 0 － 0 7 4 4
E －m a il ：n C「C ＠a b e a m ．o c n ．n e ．jp ● U R L ：h tt p ：／／W W W 6 ．o c n ．n e ．jp ／‾n c「c ／

今こモ必要な、自分と人とをたいせつにする人権の本 ！

▲r

【

▲r

E

監修 荒牧 重 人 （山梨学院大学法科大学院教授）

小学校高学年～中学生向／全6巻

各48ペ ージ／A 4変 型判／ オール カラー

揃定価 17，6 40円（揃本体 16，8 0 0円）

各巻定価2，94 0円（本体2，80 0円）

巻

巻

巻

巻

巻

巻

1
2
3
4
5
6

』

“自分をたいせつ に”からはじめよう

いじめ、暴力、虐待か ら自分を守る

意見をい って 自分もまわ りも変わる

佐々木光明 編著

坪井節子編 著

喜多明人 編著

いろいろな人の人権を考える 石井小夜子 編著

立ちあが るせ界の子 どもたち 甲斐田方智子 編著

情報を得ること伝えること 野村武司・平野裕二 編著

ポプラ社
〒1 6 0 －8 5 6 5

東京都新宿区大京町22－1

フリー ダ イ ヤル F A X

O 120－536 188

電話 03－3 357－22 12
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★発 行（隔月刊）

子ど もの権利 条約 ネ ッ トワー ク

N etw o「k fo「the  C o n v e n t i o n  o n t h e

R ig h ts o f th e C h i旧

〒106・0032 東京都 5巷区六本木 4 －7 －1 4

み な とN P O ハ ウス 4 F

T E L ＆ F A X  O 3 － 3 7 4 6 － 0 7 4 4

（ 事務所受付時間／火・金 12 ：0 0～ 1 7 ：0 0 ）

ホームページ
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E メール

★発行人

★編集人

★年会費

n c「C ＠a be a m ．o c n ．n e ．jp

喜 多 明 人

内 田 塔 子

5 0 0 0 円 学生3 0 0 0 円

18 歳末満 10 0 0 円

定 期 購 読4 0 0 0 円

＊郵便振替 0 0 1 8 0 －2 －7 5 0 1 5 0

★印 刷 ㈱ 第一 プ リン ト


